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通期個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、個別業績予想を開示しておりませんが、2021 年２月期通期の個別業績につきまして、前事業年度の実績

値との対比においてその差異が適時開示の基準に達する見込みとなりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１． 2021 年２月期通期個別業績と前期実績値との差異 （2020 年３月 1 日～2021 年２月 28 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期実績（Ａ） 1,865 173 159 △16 △3.14 

当期実績（Ｂ） 1,708 △287 △298 △468 △90.33 

増減額（Ｂ）－（Ａ） △157 △460 △458 △452  

増減率（％） △8.4 - - -  

 

２． 前期実績値との差異理由 

売上高につきましては、デジタルリスク事業の主力となるソーシャルリスクサービスにおいて、風評懸念などに

よる需要増は一部見られたものの、緊急事態宣言前後における経済活動の停滞による新規受注の減

少や、サービス業などが外出自粛による企業活動の停滞に対応するためのコスト削減などの影響に

よる解約の増加により、売上高が減少いたしました。営業利益については、売上が減少する一方で、

提供体制を強化するための人材採用を行い、ＡＩリスク管理プラットフォームの提供を開始するな

どサービスの拡充を進めた結果、前期実績を大幅に下回りました。経常利益につきましては、投資事業

組合運用損に加え、コミットメントラインに係る支払手数料が発生したため、前期実績より下回りました。 

また、当期純利益については、関係会社への長期貸付金に係る貸倒引当金繰入額の特別損失を計上したた

め、前期実績を下回りました。 

 

なお、通期連結業績につきましては、本日開示の「2021 年２月期決算短信［日本基準］（連結）」をご参照くださ

い。 

 

以上 


